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第
２
期「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
」に
つ
い
て

山
本　

和
子　
議
員

す
、人
口
増
を
目
指
す
」と
の
国
の

政
策
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

　
「
人
口
増
」で
は
な
く
、「
町
民
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
」を
最
善
の
目

標
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

②
町
民
の
声
を
し
っ
か
り
反
映
さ

せ
る
べ
き
だ
が
、ど
の
よ
う
に
周

知
し
、声
を
聞
く
の
か
。

③
国
の
動
き
は
速
す
ぎ
る
が
、計

問
国
は
、平
成
27
年
に「
人
口
増
に

向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」を
示
し
、町
も

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」を

作
成
し
、５
年
間
実
行
し
て
き
た
。

　

国
の
動
き
が
速
す
ぎ
、町
民
の

十
分
な
議
論
や
理
解
な
し
に
進
ん

で
き
た
よ
う
に
思
う
。今
、２
期
目

の
計
画
策
定
に
入
っ
て
い
る
が
、

３
点
質
問
す
る
。

①「
都
心
か
ら
地
方
へ
人
口
を
移

補
聴
器
購
入
に
公
的
支
援

を

第
６
回
定
例
会
（
令
和
元
年
12
月
）

▼
３
名
の
議
員
よ
り
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た

一
般
質
問

　

今
回
の
一
般
質
問
の
様
子
は
、
上
士
幌
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
第
６
回
定
例
会

12
月
４
日
（
水
）
録
画
中
継
【
午
前
分
】
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
、除
菌
に
つ

い
て

野
村　

恵
子　
議
員

問
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
と
、

認
知
機
能
が
低
下
し
、社
会
的
に

も
孤
立
し
、認
知
症
の
リ
ス
ク
も

高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

難
聴
に
な
っ
た
ら
、補
聴
器
の

使
用
が
聞
こ
え
の
改
善
に
と
っ
て

も
大
切
だ
が
、高
額
で
年
金
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
に
は
手
が
届
か

な
い
。２
点
、質
問
す
る
。

①
国
は
、聴
覚
障
害
の
補
正
に
よ

る
認
知
機
能
低
下
の
予
防
効
果
を

検
証
す
る
た
め
の
研
究
を
始
め
て

い
る
。

　

補
聴
器
購
入
へ
の
補
助
を
す
る

時
が
来
る
と
思
う
が
、町
も
購
入

に
支
援
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

②
補
聴
器
の
購
入
に
は
、耳
鼻
科

の
診
療
や
専
門
的
な
認
定
補
聴
技

能
者
と
の
相
談
や
調
整
が
必
要
で

あ
り
、大
変
な
面
が
あ
る
。

　

耳
鼻
科
の
先
生
な
ど
も
交
え
て

相
談
会
、交
流
会
の
実
施
や
相
談

窓
口
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
①
国
と
し
て
公
的
な
医
学
的
根

拠
は
、ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

問
平
成
28
年
の
時
点
で
は
、道
内

９
市
町
村
だ
っ
た
中
高
生
対
象
の

ピ
ロ
リ
菌
検
査
が
、平
成
31
年
に

は
道
内
55
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　

中
高
生
の
若
い
う
ち
に
検
査
を

受
け
、除
菌
を
行
え
ば
、胃
が
ん
だ

け
で
は
な
く
胃
潰
瘍
な
ど
の
胃
の

病
気
の
予
防
に
も
効
果
的
で
あ

る
。

　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
無
料
で
実
施

し
、陽
性
者
に
は
除
菌
の
助
成
を

本
町
で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答
子
供
の
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
の
是
非

に
つ
い
て
は
、議
論
が
二
分
し
て

お
り
、欧
米
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、無
症
状
の
感
染
小
児
に
対
す

る
胃
が
ん
予
防
の
た
め
の
検
査
及

び
除
菌
療
法
を
推
奨
し
て
い
な

い
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、日
本
小
児

栄
養
消
化
器
肝
臓
学
会
が
、「
小
児

期
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
感
染

症
の
診
断
と
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
８
」に
お
い
て
、成
人
で
は

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る

が
、小
児
で
は
リ
ス
ク
を
低
下
さ

せ
る
科
学
的
根
拠
が
な
く
、推
奨

し
な
い
と
い
う
指
針
を
示
し
て
い

る
。

　

抗
生
剤
に
よ
る
除
菌
療
法
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
ま
る
可
能
性
な
ど
、無
症
状

の
小
児
に
対
し
て
は
慎
重
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

　

現
段
階
に
お
い
て
、ピ
ロ
リ
菌

検
査
の
小
児
へ
の
実
施
に
つ
い
て

は
、国
の
方
針
や
科
学
的
根
拠
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

画
が
決
ま
っ
て
も
実
行
に
移
す
時

は
、き
ち
ん
と
議
論
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。交
付
金
あ
り
き
で
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
。

答
①
国
全
体
で
は
順
調
で
は
な
く

単
純
に
は
解
決
し
な
い
。第
２
期

で
は
、次
世
代
高
度
技
術
な
ど
、ま

す
ま
す
進
展
す
る
時
代
の
潮
流
を

捉
え
、柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
応

す
る
た
め
に
策
定
し
て
い
る
。

　
「
町
民
の
生
活
を
豊
か
に
」は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、こ
の
計
画
の
最
終

目
的
は
、人
口
増
に
あ
る
。

②
計
画
策
定
の
推
進
会
議
は
公
開

し
て
い
る
。

　

今
後
、議
会
で
の
協
議
、ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、

住
民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
進
め

る
。

③
新
た
な
政
策
と
し
て「
関
係
人

口
を
増
や
す
」が
あ
り
、新
た
な
交

付
金
も
出
て
来
る
と
思
う
。

　

当
初
予
算
に
も
あ
が
る
可
能
性

も
あ
る
。

野
村
　
恵
子  

議
員
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山
本
　
和
子  

議
員

山
本　

和
子　
議
員

道
の
駅
の
防
災
拠
点
機
能

に
つ
い
て野

村　

恵
子　
議
員

問
令
和
２
年
５
月
28
日
に
オ
ー
プ

ン
の
運
び
と
な
る
道
の
駅
は
、地

域
振
興
の
拠
点
と
な
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、近
年
、全
国
的
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
の
が
、防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
で
あ
る
。

　

施
設
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、道
の

駅
の
防
災
に
備
え
た
対
応
を
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
か
。

答
防
災
に
関
し
て
は
、近
年
、全

国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
化
・

激
甚
化
し
、そ
の
備
え
が
急
務
と

な
っ
て
お
り
、道
の
駅
に
つ
い
て

も
、新
潟
中
越
地
震
以
来
、防
災
拠

点
と
し
て
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　

地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た「
防
災
道
の
駅
」は
、あ
ら
か

じ
め
道
路
管
理
者
と
道
の
駅
設
置

者
等
が
、災
害
時
に
お
け
る
対
応

に
つ
い
て
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

や
、災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、

計
画
時
よ
り
防
災
拠
点
と
し
て
機

能
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
き
て

い
る
。

　

た
だ
、研
究
を
開
始
し
て
お
り
、

国
の
政
策
と
し
て
、３
年
く
ら
い
の

予
定
で
や
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

本
町
の
三
愛
計
画
の
調
査
で
、外

出
を
控
え
て
い
る
理
由
に「
耳
が
不

自
由
」が
７
番
目
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、十
分
検
討
し
対
応
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

②
難
聴
の
場
合
は
、速
や
か
に
耳
鼻

科
を
受
診
し
、適
正
な
治
療
が
必
要

で
あ
る
。

　

今
後
、高
齢
者
が
集
ま
る
機
会
を

利
用
し
て
、補
聴
器
販
売
店
や
医
療

機
関
へ
協
力
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

町
民
周
知
の
機
会
に
結
び
つ
け
た

い
。

　

ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」で
の
相
談
会
や

取
次
店
も
あ
る
。

小
椋　

茂
明　
議
員

問
上
士
幌
町
中
小
企
業
融
資
は
、

中
小
企
業
の
育
成
振
興
及
び
経
営

の
合
理
化
を
促
進
し
、事
業
運
営

の
基
礎
と
な
る
金
融
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

貸
付
状
況
は
10
月
末
現
在
、全

体
の
融
資
枠
３
億
円
の
内
、約

２
億
３
１
０
０
万
円
ほ
ど
と
な
っ

て
お
り
、こ
の
制
度
が
い
か
に
利

用
価
値
の
高
い
も
の
か
を
物
語
っ

て
い
る
。当
然
な
が
ら
貸
付
枠
残

は
全
体
の
２
割
程
し
か
な
い
。

　

又
、負
担
の
大
き
い
保
証
料
は

全
額
補
給
だ
が
、利
子
補
給
は
金

利
１
％
台
の
現
在
、金
利
２
％
を

超
え
る
部
分
し
か
対
象
と
な
ら
な

い
規
則
の
為
、当
て
は
ま
ら
な
い
。

そ
こ
で
、

①
貸
付
枠
の
拡
大

②
利
子
補
給
基
準
の
見
直
し

以
上
２
点
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

答
本
制
度
は
、近
年
活
用
す
る
町

内
事
業
者
の
方
々
の
需
要
が
伸
び

て
い
る
こ
と
か
ら
、平
成
28
年
度

に
運
転
資
金
を
１
千
万
円
に
、設

備
資
金
を
２
千
万
円
に
貸
付
枠
の

増
額
を
行
い
、保
証
料
も
全
額
補

助
す
る
制
度
改
正
を
行
っ
た
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、貸
付
総
額

を
３
億
円
に
増
や
し
、平
成
30
年

度
に
は
小
口
融
資
資
金
を
加
え
制

度
改
正
を
実
施
し
て
い
る
。

　

１
点
目
の
融
資
枠
拡
大
に
つ
い

て
は
、過
日
開
催
さ
れ
た
金
融
懇

談
会
に
お
い
て
、町
内
事
業
者
の

設
備
投
資
が
旺
盛
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、新
年
度
予
算

に
お
い
て
検
討
す
る
。

　

２
点
目
の
利
子
補
給
基
準
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、管
内
の
状
況

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

上
士
幌
町
中
小
企
業
融
資

の
見
直
し
に
つ
い
て

小
椋
　
茂
明  

議
員
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【総務文教厚生常任委員会開催状況】

●令和元年第１２回総務文教厚生常任委員会（日時：令和元年１１月１４日）
議　事
(1) 所管事務調査
①その他総務文教厚生の調査に関すること
ア　行政側報告事項
　( ｱ ) 消費税引き上げに伴う低所得者等に係る上士幌町プレミアム付き商品券事業実施状況について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保健福祉課）
イ　行政側協議事項
　( ｱ ) 上士幌町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例及び上士幌町第
　　　２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定について（総務課）
　( ｲ ) 再生可能エネルギー地産地消の取り組みについて（企画財政課）
　( ｳ ) 生涯活躍のまちの取り組みについて（企画財政課）
　( ｴ ) 消費税引き上げに伴う使用料等の見直しについて（企画財政課）※総文公開
　( ｵ ) 北十勝介護認定審査会共同設置規約の変更について（保健福祉課）
　( ｶ ) 上士幌町消防団条例の一部を改正する条例の制定について（消防課）
　( ｷ ) 上士幌高等学校振興策の見直しについて（教育推進課）

●令和元年第１３回総務文教厚生常任委員会（日時：令和元年１２月１０日）
議　事
(1) 付託事件審査
①議案第６１号　上士幌町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の制
　　　　　　　　定について　（令和元年１２月４日付託）
②議案第６２号　上士幌町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和元年１２月４日付託）
③議案第６３号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
　　　　　　　　関する条例の制定について　（令和元年１２月４日付託）
(2) 所管事務調査　
①その他総務文教厚生の調査に関すること
ア　行政側報告事項
　( ｱ ) 帯広空港ターミナルビル株式会社株式に係る契約上の地位譲渡通知及び株式譲渡手続きについ
　　　て（企画財政課）※総文公開
イ　行政側協議事項
　( ｱ ) 第２期上士幌町人口ビジョン・総合戦略策定状況について（企画財政課）※総文公開
　( ｲ ) 町内高度情報通信網の整備状況について（企画財政課）　※総文公開
　( ｳ ) ふるさと納税の取り組み状況について（企画財政課）　※総文公開
　( ｴ ) 「株式会社　Karch」の取り組みについて（商工観光課）　※産経公開 ( 開催日 12 月 11 日）
　( ｵ ) 公の施設に係る指定管理者の指定について（商工観光課）　※産経公開 ( 開催日 12 月 11 日）
　( ｶ ) 道の駅整備について（商工観光課）　※産経公開 ( 開催日 12 月 11 日）
　( ｷ ) 第三音更川橋梁保全・活用について（商工観光課）　※産経公開 ( 開催日 12 月 11 日）
　( ｸ ) 上士幌消防庁舎設計業務について（消防課）　※総文公開
　( ｹ ) 第２期上士幌町子ども・子育て支援事業計画の策定について（教育推進課）
② 地域医療と福祉の調査に関すること
　・委員会中間報告書の取りまとめについて　

常任委員会開催状況 令和元年１１月～２年１月
　【産業経済建設常任委員会開催状況】

●令和元年第１５回産業経済建設常任委員会（日時：令和元年１１月１５日）
議　事
(1) 所管事務調査　
①公共工事の調査に関すること
②商工・観光振興の調査に関すること
③その他産業経済建設の調査に関すること
ア　行政側報告事項
　( ｱ )JA 上士幌町育成預託センター整備に向けた取り組み状況について（農林課）
イ　行政側協議事項
　( ｱ ) 再生可能エネルギー地産地消の取り組みについて（企画財政課）
　( ｲ ) 生涯活躍のまちの取り組みについて（企画財政課）
　( ｳ ) 消費税引き上げに伴う使用料等の見直しについて（企画財政課）※総文公開（開催日 11 月 14 日）
　( ｴ ) ナイタイテラス周辺整備について（商工観光課）
　( ｵ ) 用地取得について（建設課）

●令和元年第１６回産業経済建設常任委員会（日時：令和元年１１月２７日）
　　商工会との意見交換（場所：上士幌町商工会館）　

●令和元年第１７回産業経済建設常任委員会（日時：令和元年１２月１１日）
議　事
(1) 所管事務調査
①その他産業経済建設の調査に関すること
ア　行政側報告事項
　( ｱ ) 帯広空港ターミナルビル株式会社株式に係る契約上の地位譲渡通知及び株式譲渡手続きについ
　　　て（企画財政課）　※総文公開（開催日 12 月 10 日）
イ　行政側協議事項
　( ｱ ) 第２期上士幌町人口ビジョン・総合戦略策定状況について（企画財政課）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※総文公開（開催日 12 月 10 日）
　( ｲ ) 町内高度情報通信網の整備状況について（企画財政課）※総文公開（開催日 12 月 10 日）
　( ｳ ) ふるさと納税の取り組み状況について（企画財政課）※総文公開（開催日 12 月 10 日）
　( ｴ ) 上士幌町育成預託センター整備支援事業に係る予算補正について（農林課）
　( ｵ ) 上士幌町農業技術研究センターの改修について（農林課）
　( ｶ ) 「株式会社　Karch」の取り組みについて（商工観光課）参考人招致　※産経公開
　( ｷ ) 公の施設に係る指定管理者の指定について（商工観光課）※産経公開
　( ｸ ) 道の駅整備について（商工観光課）※産経公開
　( ｹ ) 第三音更川橋梁保全・活用について（商工観光課）※産経公開
　( ｺ ) 企業振興促進対策について（商工観光課）
　( ｻ ) 上士幌町子育て支援・少子化対策住宅建設助成金等交付事業の実施状況及び事業の延長につい
　　　て（建設課）
　( ｼ ) 上士幌町定住促進賃貸住宅建設助成事業の実施状況及び事業の延長について（建設課）
　( ｽ ) 勢多環状線道路側溝補修事業について（建設課）
　( ｾ ) 道の駅整備事業に係る工事の設計変更について（建設課）
②　商工・観光振興の調査に関すること

「※総文公開」：総務文教厚生常任委員会所管事項について、産業経済建設常任委員会委員も参加し　
　　　　　　　議員全員で行政側の報告協議を受けているもの。
「※産経公開」：産業経済建設常任委員会所管事項について、総務文教厚生常任委員会委員も参加し　
　　　　　　　議員全員で行政側の報告協議を受けているもの。
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【会期】 令和元年 12 月４日 ~ 12 月 20 日（ 17 日間）

令和元年第６回 上士幌町議会定例会 会議結果

議 案
番 号 件　　　　　　　　名 議決年月日 表　決 議決の結果

所管事務
調査報告

【産業経済建設常任委員会調査報告】
公共工事の調査に関すること 令和元年

１２月４日

－ 報告済

同　意
第６号 教育委員会教育長の任命について　⇒　小堀　雄二　氏

賛成 10
反対 ０

同意

議　案
第６１号

上士幌町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の制定について

令和元年
１２月２０日

原案可決

議　案
第６２号 上士幌町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定について

議　案
第６３号

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について

議　案
第６４号

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

令和元年
１２月４日

議　案
第６５号 上士幌町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議　案
第６６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議　案
第６７号

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の
整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

議　案
第６８号

消費税及び地方消費税の税率の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について

賛成 ８
反対 ２

議　案
第６９号

上士幌町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

賛成 10
反対 ０

議　案
第７０号 上士幌町消防団条例の一部を改正する条例の制定について

議　案
第７１号 北十勝介護認定審査会共同設置規約の変更について

議　案
第７２号
第７３号
第７４号
第７５号
第７６号
第７７号

令和元年度上士幌町一般会計補正予算（第６号）
令和元年度上士幌町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度上士幌町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和元年度上士幌町介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和元年度上士幌町水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和元年度上士幌町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

諮　問
第１号 人権擁護委員候補者の推薦について　⇒　佐々木　守　氏

適任
諮　問
第２号 人権擁護委員候補者の推薦について　⇒　髙嶋　幸雄　氏

選　挙
第６号

選挙管理委員及び補充
員の選挙

【選挙管理委員】
丹羽義徳氏・柏川秀明氏・児玉　孝氏・山田忠雄氏
※令和２年１月２３日に選挙管理委員会が開催され、委員長に
柏川秀明氏、委員長職務代理者に丹羽義徳氏が選ばれました。
【選挙管理委員補充員】
嶋木篤麿氏・髙嶋幸雄氏・佐々木恵氏・賀陽龍司氏

令和元年
１２月２０日

指名推選 当選

委員会調査
中間報告

【総務文教厚生常任委員会調査中間報告】
地域の医療と福祉の調査に関すること － 報告済

意見書案
第９号

日米共同訓練での道民生活と地域経済活動に配慮を求める意見書の提出につ
いて

賛成 ６
反対 ４

原案可決

議　案
第７８号

工事請負契約の変更について　⇒上士幌町道の駅外構整備工事（契約金額の
変更）

賛成 10
反対 ０

議　案
第７９号

工事請負契約の変更について　⇒上士幌町道の駅外構整備付帯工事（契約金
額の変更）

議　案
第８０号 財産の取得について　⇒上士幌町道の駅券売機・POS レジシステム一式

議　案
第８１号 財産の取得について　⇒上士幌町道の駅厨房機器等一式

議　案
第８２号

公の施設に係る指定管理者の指定について　⇒株式会社 karch（道の駅かみ
しほろ）

議　案
第８３号

令和元年度上士幌町一般会計補正予算（第７号）⇒ 2億 3953 万 8千円を追
加し 103 億 2627 万 3千円に補正。

監報告
第６号 定期監査報告について － 報告済

※主な結果を掲載しています。

　昨年の選挙で２期目の当選をさせていただき
ました。初心を大切に活動してまいります。
　今、町は地方創生の一環として新会社を設立、
道の駅などの施設整備も進めています。
　私ども議員は各計画や予算提案の都度、内容
の審議を行い可否の議決をしていますが、今後
はその定期的検証も大切と思っています。
　こうした中、身近な生活環境や諸活動に関わ
るご要望やご意見もお聞きしています。今後の
議会活動で生かしてまいりますので、引続き皆
様のご意見等をお聞かせ願います。

早坂　清光  議員
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　早いもので議員として９か月が過ぎました。
　この間、３度の定例会、２度の臨時会、１７
回の常任委員会や各協議会等を含め、色々な経
験をさせて頂きました。
　その中で見える議会を心掛け、議会だよりに
常任委員会の開催状況を新たに掲載する事を実
現しました。
　又、２度の一般質問でも町民の声を代弁して
政策の実現に結びつけ、やりがいを感じる場面
も経験をしました。
　これからも町民目線の姿勢で議員活動を精力
的に行っていきたいと思います。

小椋　茂明  議員

令和元年１２月～令和２年２月

【１月】
２０日◆議会全員協議会
【２月】
　４日◆議会運営委員会
１８日◆総務文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　　　（議員公開）
２０日◆総務文教厚生常任委員会
２１日◆産業経済建設常任委員会
２５日◆議会全員協議会
　　　◆議会運営委員会

【１２月】
　４日◆第６回定例会（１日目）
　　　◆議員協議会
１０日◆総務文教厚生常任委員会
１１日◆産業経済建設常任委員会
１６日◆議会運営委員会
２０日◆第６回定例会（最終日）
　　　◆議会全員協議会
　　　◆議会だより編集特別委員会

　令和元年１０月２９日に開催された「町民と議員の意見交換会」では、沢山の貴重なご意見を頂
きました。その場でお答え出来るものはお答えをし、ご理解を頂けるよう努めると共にその場でお
答えできないものについては、町に確認・調査等させて頂くことといたしました。
　つきましては、意見交換会で出されたご意見等についての調査結果を報告いたします。

【光ファイバー網の整備について】
〇趣旨
　災害に非常に弱い設計になっている、このままの設計であれば工事の中止を求める。
◆調査結果
　令和元年１２月１０日に開催された総務文教厚生常任委員会において、町担当課から説明があり、
指摘のあった部分を改善した設計に変更し、工事を行う旨報告がありました。

【ごみ収集箱の設置について】
〇趣旨
　ごみをストックする収集箱を設置してほしい。
◆調査結果
　町担当課から、「収集箱の種類や設置方法、更に管理をどうするか等課題も多く、現状では難し
いと考えています。」との回答がありました。

◆「町民と議員の意見交換会」でのご意見等について
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